
第Ⅲ章　木材需給・利用と木材産業

184－令和６年度森林及び林業の動向 

また、林野庁では、国土交通省と連携して、各地域での拡大が期待できる４階建ての事
務所及び共同住宅について、コスト・施工性等の面で高い競争性を有し、広く展開が期待
できる構法の解説集の取りまとめを進めている。 

さらに、中高層建築物については、CLTや木質耐火部材の開発に加えて、木造建築物の
合理化・低コスト化に資する新たな接合方法の検討・性能検証の取組が進められている91。 
(内装・家具等における需要拡大) 

今後、リフォーム等の市場の拡大が期待されることから、内装材についても、消費者ニ
ーズに合わせた技術・製品の開発や販売が行われている。例えば、製造時に接着剤や釘を
使用せず、木ダボのみで接合した積層材が開発されており、木の素材感を活かした内装材
や家具に利用されている。また、購入者自らが敷くことのできる住宅用の無垢材の床板等、
DIY需要に対応した製品も販売されている92。 

 
91 例えば、林野庁ホームページ「建築用木材の技術開発及び設計者等の育成の成果」の令和５年度当初予算事業（建築

用木材供給・利用強化対策のうちCLT・LVL等の建築物への利用環境整備事業のうちCLT・LVL等を活用した建築物
の低コスト化・検証等）を参照。 

92 例えば、「令和５年度森林及び林業の動向」特集第３節(３)の資料特－21(20ページ)を参照。 

道産シラカバ材を内装材や家具材に活かす取組 
北海道においては、シラカバは小径のものが多く、通直材が少ないことから、主にパルプ・

チップ用材として利用されてきた。しかし、北海道産広葉樹では最も身近な樹種の一つであ
り蓄積量があること、サクラやクルミと同等の強度を持つことなどから、近年、シラカバを
内装材や家具材等として活用する取組が進められている。 

一般社団法人白樺プロジェクト(北海道 旭
あさひ

川
かわ

市)では「シラカバを木一本まるごと利用す
る」をモットーとし、シラカバの特⾧を活かした製品作りに取り組んでいる。製作した製品
は30点以上であり、シラカバの木材部分は内装材、家具材、楽器材等に活用している。樹液
は化粧水や飲料水に、樹皮は伝統工芸品に、枝葉はハーブティー等に加工できることから、
近隣の事業者と協同して製品開発に取り組んでいる。 

また、シラカバは天然更新が可能で生育サイクルが早い特⾧がある。このため、同法人は、
シラカバの育成を40年以上研究している北海道大学北方生物圏フィールド科学センター
(北海道札幌市)と包括連携協定を結び、市民参加型の間引き体験等のワークショップや森林
ツアーを開催するなど、シラカバの育成にも注力している。今後は、40年サイクルの循環利
用の確立を目標として、シラカバの育成・利用を経済的に成り立たせることを目指してい
る。 

シラカバ製のカウンター 

事事例例ⅢⅢ－－９９  

コンドミニアムandonのシラカバルーム 
(北海道東川町) 

森林ツアーの様子 
(北海道幌加内町) 
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